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Of elements compOsing river environment,pools and shoals play an ilnportant role
in habitats of fishes,We investigated the geometrical and hydraulcal featureもof a
few pools of Sendai River and observed the situation of habitat of fislles The results
indicated that the pool naturally formed in the channel bend of the upstream region
gave the inhabitable place to fishes due to he non‐uniforna structur s f flow and river
bed topography 「rhe formation process of pool was also investigated theoretically
and observationally 、vith a focus on step‐pool formation in mountain rivers The
comparison between theoretical and observational results showed that the structure
、vas formed by he flood Occuring once five years and the interval of the pool can be
calculated by the presented method





















Fi貿 1(a)  Habitat oF "Yamanc
速、水深、水質、水温、河床材料、河床形状など魚類の
生息に影響を与えると思われる土砂水理学的要因はマク
ロにみると上流か ら下流に線的に変化 しているが、 ミク
ロにみると面的にも著 しく変化 しているか らである。そ
こで、千代川に生息する代表的な魚としてヤマメ、オイ
カワを取 り上げ、生息環境[1]、[2]を線的な位置 (源流















Fig.1(b) ‖abitat of "Oikava
線的な位置
擦的な位置













生産1寺1/1が形智 しているが、 しば しば人nもなインパク ト
がそこに加え られる。人的なインパク トとは護岸、ダム、
堰など河道特性に与えるイ ンパ ク ト、林道、山林の開発
など土砂生産T手性に与えるインパク トなどのことである。
このような,F究を遂行するうえでは、つねにどのような
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Fig,3  Classification of pools
2 淵の分類と千代川における分布
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び平面凹中のの】W ttA'A'に沿 った縦lur而形状を示 した
ものである。 上流部のわん曲地点(2,3)、(21C)、(3,B)
A'
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20m/sec
Fig, 8(a)Equi―depth lines and
velocity vcctors at
water surface in a
p001



























































Fig. 9(b)  Distribution of bed material and habitat of fishes
自然にできた)‖においては、平面的に流速、水深、河床




































川 2区問)、 加地川で9区間 (うち文川3区問)設定さ
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0   5
れた。これ らの測定区R日は、八束川では河日か ら1 5kmINl
近か ら50km付近までをカバーしており、糸白見川、加地
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Fig.10  1nvestigated field
Table i  Channel slope, channel width and neam

































定 した河道'F両国を示 した ものである=口中には、洲と














在 していた。この図か らわかるように L流ほど淵の間隔
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ここに、h :水深、dm:平均粒径、 τ=m:平均粒径に対





を示 したもので、Upper floドregincとしo■er rloT
regimeの境界線、最大粒径の移動限界線および活発な分
級作用を表す線で囲まれた領域が淵の発生領域である。















ではFig i3のような材料か らなるステ ップは不安定にな
るものと考え られ、一度形成された淵が破壊されること
も考えられるが、この点についてはステップの強度につ
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Fig.15  ComparisOn betVeen theoretical interval of
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Fig i7  11elation betFeen thc hcight or stcp
and the depth or po01
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